
　

【2021年度中国産ぜんまい産地情報】

自社製品のアレンジメニューを　「クックパッド　丸松物産」で検索していただくとご覧いただけます。

製品規格 1㎏×10

賞味期限 製造日より4ケ月

使用上の注意
保存料は使用しておりませんので開封後は

お早めにお召し上がり下さい。

商品説明

昆布と2種のきのこ（えのき・なめこ）にゆず

を加えジュレ状に仕上げました。

さっぱりとした味付となっておりますので
これからの季節にお勧めの1品です。

　中国産さくらんぼ缶詰(山東省・遼寧省）は6月上旬から中旬の約
3週間で生産を終えました。今年は天候にも恵まれ品質も良いとい
うことです。例年よりSサイズの比率が増えましたが日本向けに多く
輸出されるMサイズを中心に製造しました。日本同様さくらんぼは
中国でも生食が多くなり、缶詰原料であるナポレオン種は毎年減
少し、生食用の品種が大半となっています。価格については原料
や砂糖、資材（ラベル、缶、段ボール）、運送費上昇に加え、人民
元高が影響し、値上げは避けられない見通しとなっています。
　1980年代初頭、弊社現会長松村金栄が弊社山形工場でさくら
んぼ缶詰を製造していたノウハウを中国へ持ち込み、現地メー
カーへの指導、協力を繰り返し開発した商品であり、業界に先駆
けて中国製造のさくらんぼ缶詰の輸入を開始しました。

　南方ぜんまい（華中、西南地区）の収穫時期は4月15日～5月末で終了しました。今年の総生産量
は200㌧（乾燥）で昨年より15％減産しています。主に乾燥原料で輸出している特級の現地在庫は
多少あるようですが、水煮製品の需要が多い一級品はすでに在庫がない状態で、価格は昨年より
20％程度上がりました。
　東北ぜんまい（黒龍江省・吉林省）の収穫時期は5月25日～6月中旬で終了し今年の総生産量は
300㌧（乾燥）とのことで昨年より10～15％減産し、今年の原料価格は20％の値上がりとなっていま
す。減産の背景として中国の若い世代が農村から都市部に職を求める事による担い手不足が挙げ
られ、中国では社会問題になっています。今期の製品は前述の原料高以外に資材の高騰、人民元
高、コンテナ運送費の値上がり等の要因により製品・原料価格ともに値上げは必至の状況です。

【お勧め商品情報】　
商品名 昆布サラダゆず風味 調理例
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